































































































































































大阪産業大学経営論集　第 10 巻　第 ２ 号
国家的な技術革新システムの系統構造及び主な成果














































































































































































































































































































































































































































２サイクル ４サイクル ２サイクル ４サイクル
1996年1月1日
からの定型車
R ＞100 16 25 10 7
100≦ R ≦300
R ＞300 40 50 15 10
1996年1月1日
からの新車
R ＜100 20 30 13 10
100≦ R ≦300










1996年１月１日以前の定型車 4.5 1500 7000
1996年１月１日以前の新生産車 5.0 2000 7800
1996年１月１日以前の在用車 5.0 2500 9000
1996年１月１日以後の新生産車 4.5 1200 7000
1996年１月１日以後の新生産車 4.5 1800 7000












イクルの二輪の CO と HC の排出基準を平均で50% 以上強化した。汚染物の新しい基準に
よると，国産の２サイクルエンジン車の排出ガスは全部基準を超える。「二輪の排気汚染
物の限度値及び検定方法」，「小型二輪排気汚染物の限度値及び検定方法」によると，第一
段階の認定テストは2002年１月１日から実行；第二段階は2005年１月１日から実行する。
 
②機動車排出汚染防止技術と政策
　これは国家環境保護総局から1999年に発布され，二輪完成車と車用エンジンの両方とも
低汚染，低燃費への発展を要求した。二輪の排出ガス水準を，2001年ごろユーロ I の基準
に達すること。二輪及びエンジンの生産企業が品質保証のシステムの中で，国家が排出基
準を一致させる要求に基づき，製品の排出ガス性能および耐久性的な管理を確立する。製
品開発，生産品質管理，アフターサービスの各段階で，製品の排出ガス性能の管理を強化
し，その製品の排出ガス性能が国家の限定期限内に確実に国家基準に達すること。使用中
の車の検定方法及びそれに対する要求は新車の排出基準と相対すべきであり，現在使って
いるアイドリング法を適用する。
３．二輪の生産地区発展の環境保護施策
　国からの環境保護と二輪の排気の汚染基準に対する要求がますます厳しくなり，専門製
品区は環境保護の技術革新に応じるべきである。
（１）専門製品区は適度の開発で周辺の環境を配慮した工業区を建設
　2002年４月江門市は国の建設部から「国家園林都市」と評価された。江門市の中央に位
置している蓬江区は町づくりと経済の持続発展を重視すべく，周辺の環境を保護に力を入
れている。都市の経済を発展させる上で，必ず環境保護を前提とする。そこで，蓬江区の
二輪専門製品区の建設は生態式公園の工業区を目標にする。経済発展，町づくり，環境保
護などをうまく調和させ，経済利益，社会利益と生態効果を統一させる。
・ 区内の森林と水資源を全面的に保護する。工業区を開発や拡大する際，森林を計画的に
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　（179）
江門市蓬江区の二輪産業（2）（出水　力）
分割することで，生態式な工業区を建設する。
・ 緑化面積を広げる。町の建設投資の増加にしたがって，高品質の区内道路の緑化帯を建
設する。空地を十分利用して公共緑地を建設し，重要な公共場所，企業，庁舎など，特
に工業団地の緑化を強化する。
・ 管理を徹底し，新しい汚染の発生を防止する。新しいプロジェクトの建設は，事前評価，
事後に建設の原則を守る。まず，環境保護機関の審査を経て，汚染がひどいプロジェク
トは一斉に導入しない。
（２）技術革新を守り，二輪の排気汚染を削減
　技術革新は産業発展の基礎である。二輪産業は蓬江区の基幹産業である。しかし環境保
護が二輪産業に対する一つの壁である。蓬江区を二輪産業区に発展させるため，グローバ
ル化すべきである。環境にやさしい，省エネ，高効率な二輪産業を発展させるため，技術
開発への投資を増加させ，なるべく早く技術開発センターを設立する。希薄燃焼の条件で
NOx を減らすための酸化触媒技術を開発することを奨励する。二輪生産企業が排出ガス
を検査する設備を整えるべきである。
（３）環境汚染の大きい生産を他の地域にシフトする
　二輪産業は軽度汚染産業である。江門市の二輪部品の多くは，江蘇省，浙江省など他の
地域から調達してきた。そのため二輪生産は環境への影響は低いが，僅かだが汚染の高い
生産工程は，非生態式な地区に移転させるという考えも出来る。例えば江門市南部の白砂
工業区および市内の他の町などである。
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